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研究内容
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• CCTの検出結果を3つのビューで可視化
‒ 時間軸
‒ ファイル
‒ ソースコード

• 何故この3つのなのかの理由

‒ コードクローンの作成・利用過程における人的影響
を調査する

‒ 誰が関わることでバグになりやすい



時間軸のビュー
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• 時間軸：バグの発生と時間に関係があるか

t

Rev.0 Rev.4Rev.3Rev.2Rev.1 Rev.5

バグ 開発者：色によって個人を分けてる



時間軸のビュー
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• 時間軸：バグの発生と時間に関係があるか

t

Rev.0 Rev.4Rev.3Rev.2Rev.1 Rev.5

バグ 開発者：色によって個人を分けてる

committer：～～～～
time：00:00:00
cloneStatus：



時間軸のビュー

5

• 時間軸：バグの発生と時間に関係があるか

t

Rev.0 Rev.4Rev.3Rev.2Rev.1 Rev.5

バグ 開発者：色によって個人を分けてる



ファイルのビュー
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• ファイル：バグと人的関係が分かりやすくなる

Rev.0 Rev.4Rev.3Rev.2Rev.1 Rev.5



ファイルのビュー
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• ファイル：バグと人的関係が分かりやすくなる

Rev.0 Rev.4Rev.3Rev.2Rev.1 Rev.5



ソースコードのビュー
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• ソースコード：どんなバグかを確認できる

Rev.2



現在していること
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• プログラミング
‒ ｃｓｖ、ｄｂファイルの読み込み



課題
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• どんな改良を加えていくか
‒ データが増えると結局見づらいまま


